
星他、コミュニティに麟母子の齢育成に蘭する実験的研究

コ蕊．ニテ．に翻蕊子の健全育成

に．関する実験的研究

　　　　　　　　　｛

研窄第3那　星　　　美智子

　　　　　　　湯　川　礼　子

〈華同研究者＞菊地汎子
（横浜市乳幼児家庭教育セソター主事）

1　研　究　目　的

生活鰍が都市化し，核家族化した雛・磯たちは

孤立して育児不安におちいっている・一方・子どもたち

もまた，遊び踊と遊びの時間をドうばわれて孤立して

いる。このよらな状況のなかで母子の健全育成のために

地域の結びつきが，改めて重要視ざれるようになった。

本研究では，コミュニティづくりの有効な条件につい

て，実際の鎌づくりを鱒しながらその経過を分析し

て検討することとした。

皿　研 究方　法

①3細の畷3・人捌象として磁学髄企画す
る．同地域から銘づつ一組とし，さらに近い地域二組を

ひとっとして5グルーブ揃成する・乳幼児家庭教育セ

ソタ■を母体としてよがかける（以前に電話の育児相談

をうけたもめのリストから選び，文書で勧誘する）。②母

親学級は乳幼豚麟育セソタ㌣弊とし・午前10時

から12時まで，隔週に1回づつ計8回開催する。講義や

実習のブ・グ弘ですすめ毎回グノレrブごと1謝議する

時間を謝る．また次回までのグノレーブ単位の宿腰用

意し，地域のメγ・ミーたちが話しあわなけれをぬらない

　機会をつくる。③学級開催嘱およびその後の地域での

　グルーブづくりに助力しながら，母親たちの結びつきの

経過を講し，アソケートによる意購査謝謙鵬
　なう。 ④子どもたちは母とはなれた別室で保育し，集団

あそびの経験を与える、⑤日時1975年4月・・対象の選

　択と組織づくり，学級開催の計画の検討をする。6月よ

　り9月まで母親学級開催。1976年3月まで・学級参加者

のその後のグノレーブづくPの吻と調査を描なう・

　皿　母親学級開催経過

　　（エ）地域別め呼びかけ。

テでに乳幼児家庭教育セソターの面接相談・騨相談

を利用している第1子が3歳児の母親に，自分の地域内

の3就の母親をさそヤ・，銘、で母親学級紳沸よう

勲をおくる．各地励シバ遭さらに近い地馳まと

めて4つのグループを？くる。

　（2）　メソノミ〒 構成とリーダー

母親のグノレーブごとに乳幼児家庭輔ヤソターの相談

員がひとりづつリ■ダrどして，話しあいのすすめ方，

グ，レ＿ブのメソン輻間の交流や課題達成に？いて騨し

ていく． 轍麟ととまらず地嫌鯛題にも鰍にの
り，地域での租織づくりの支えとなるように努力する。

また，メ、ソ・く惰自の意見をまとめたり・グノレ同才の形

1麟蹴鯛調
していく・姻学級終聯リブー

は各グルーヲの報告をもちより，乳幼児教育センター主

魏スーバー刈ザせして遡 検討鎚もち畝回卿
合せをお；なう（幼児担当の保育責任者も参加する）乙

　（3）子どもの保育

　母親が学級に参加しえいるあいだ，3歳児は別窒で集

団あそびを経験させう。1～2歳の弟や妹も一緒琴預か

　り，乳児慮幼児と別室で預かる。子どもの保育には， 保

育責任者2名（保育専門職のもの）とボラソディアの母

親（自分の在もたち顧中牲㈹の手をはなれか

　る）数名がこれにあたる。

　（4）プログラム
　レ、わゆる総会柵繍座の形をとらず済自醜域

で互い咬流を深められるように・隔澤に孝級を騨レ・

地域ごとでまとめる宿題撚する・要望があれば｝一rダ

　ーは地域へ出向いて相談にのる。また， ブロぞラム申容

　は学級修了後も子どもを育てる力となうていぐギ．うセも

母親の考え方，子どもの見方』琴もとの疲碗榊

心に した綴襖習と弧具鱒ごはつぎり轡：燃

　る。
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　　　　　難∋・

　　　　よ　つ　ぱ

　　　　　驚区：｝・

　　　　か　も　め

　　　　　岳蹴区か

　　　　ひまわり

　　　　器努、1｝1

ム〔皿，臼）〕

題

学級のすすめ方

○メソバ購成とリー外〔皿，（2）〕

　　　　　母親　リーダ＿

チ昌一リッブ （藩勧
　狩場地区

．婁．蔓、

理門
相談貝

講師

2名

保育者

2名

　　　内　　　　　　　容

。開講の挨拶

。学級趣旨説明

。先生のお話「3歳児の特徴」

Oグループの話し合い

第12集

ポラン

テイア

5名

舐児

3歳児
30名

弟　妹

　10名

ホーム学習

私の子どもをみて

みよう

託 児

第2回
一 　　　　　　　1　　　　　　　　闘口し口v

身の髄とあ1・先生のお話と謝斜、
革　　“

dつマ　ノ

そび

あそびづくり

おやつづくり

センターからの

通信

センターからの

通信

震とからだ刺

。衷「私の子どもをみてみよう」

Oおかあさんの手づくり

　おもちゃをつくってみよう

Oおやっの考え方

。つくってみよう

。生活習慣

。遊びの工夫

・健康管壇

O先生のお語と話し合い

手づくりおもちゃ

の準備

O家庭でのしつけ

O遊びの工夫

Oアンケート

Oからだの健康の

アソケート

030分おかあさ

んといっしょ

oおやつ

。おあそび

oおやつ．

。おあそび

。おやつ

oおあそぴ
Oおかあさんと

いっしょ

。おあそび

oおやつ

，第8回

9月17日
健康づくり

O親子で体操をしましょう

。話し合い

O閉講の挨拶
Oおかあさんと

いっしょ

　（6）一日の時間割

　母親の方嬉まずセンター側から，前回のこと（母親

のホーム学習や子どもの託児室の報告）について話しが

ある・つぎにグルーブ別の討議，各グノレーブの発表』つ

ぎに綴あるいは実習・そのあとセン外側（リーダー）

から次回へのオリ井テーション，再びグノレヴ識．

以上が1日の日課である。

子どもはその間…嚇ら12晦で，母と別室で綱
あそびをする。

その助午微リ曜一説児踏者の絵をもち，
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星他：コミュニテ．イにおける母子の健全育成に関する爽験的研究

当日の報告と反省，次回の打合せをおこな う。1 この実際の時間割例をしめすと，つぎのよう になる。1

学級学習計画．（第2回一6月18日の例）．

6月工8日 テー 料 心身の発達とあそび ・l　H説先生 T。N先生．

教材・準備 すす・め か　た 託　　　　　児 準　　　備

。名　簿

マイク・

託児の注意点 　　　　　15分1

ルーブ討議
（表による話し合砺）　　20分

表1 　　　　　　15分．
心の発逮とあそ継（H先隼のお話）1　　　∴40分一

　
10

　　　　■10：15

10；35

1，、56．

おかあさ．んとい っ しょ

どもだけで遊ぶ

づ畔嘩

手洗い、

音楽

机，座ぶとん

　　！　、

姿肥勢警曾りての紛 11：30
1；35

いた準きま一す

11＝35

グループ討議　　　　　　25分 おかたづけ、

さようなら 12；00 さようなら

ホ
1】

ム

学
習

用意』 てくるもの　　あそびづぐりの準備

のり，ハサミ、，包装紙

、おや？、ヒ・．、．．．

　おせんべ，ビズヶット （3枚）

　バ才宅併季）、

　麦茶』 －1 一f

◆グル」ブのすすめかた（り一ダー留意点）

　　私の子どもをみ七みようの表をみての話し合い

　r　oグルーブ発表する人をきめる

　　O裏をつくってみて気づいたことを出し合ってみる

　　　　　　　　　　　↓1

　　 いくつかに整理して発表する人に助言をする

　 先生のお話から

　　遊びの概念をしっかり把握する

　　葡回のお話とつなげて……

　　　疑問，質蘭まとめてみる

　　　グルーブの中で解決したととはなるべく細く記録

　　　し更おく，一

　　次回比用意し宅くる’も．ゐにづいて確認をする

　ふえりあ誘溝の』しかたと

◆託児の留意点づ；』夙

　　。窓ワク……開かないように工夫すること

　　　　　　　蒲禾やざん，材料　 ”　rヌ『

　・Oコッブはセ ジタ」めを「使用する

訟　O下駄箱・｝…・はじめにカギを出してしまう

　　Oおかえりの誘遂へ

　 託児の注意』．

・』』Oセソターそつくらた遊具の考えかた

　　o親ぱなれを上手砕ご

　　あそびづ くりのオrりエソテーシ3ソ

　（6）ホーム学習。通信による学習

　われわ静は偲親学級参㌍者に受け身でなく，稜極的姿

勢を1もたせるため，また？地域の緯織ブくりの‡台とな

るよう互いに系しあいをさせるために拶ホー屯学習≧し

∫取回までに地域グルーブでおこなヶ宿題をホ［ム学習

として課すこ．と と した動また，8月は2回にわたって通

信による学習を加えた（末尾，付1㌍3参照）。

　（7）　アソケート調査

、

第1回．（6月）「子ども㊨理想像，学級への要望」第2

回（8月）「璋幾学級に参加して」，第3回（9i月ン「学

級を修了して」，』第4回て翌年3月）「その後の地域での

活動」， 以上， 4度にわたり母親に質問紙を配って意見

を求めた。結果は次の項で検討する。

　（8）記　録，例1、

　学級開催の経過を明らかにするため，ひとつのグルー

ブの記録をつぎにあげる。 （ひまわり，よつば，かもめ，

チ晶｛リ艶ブの4グル｛プのうち，チ昌一リッブ粗の例

である）。
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日本総合愛育研究所紀要

記録例（チューリッブ・グルーブ）

　第1回

日　時　6月4日（水）AM10：30～12：00まで

学級生

　。狩揚地区　O．Y，

　o舞岡地区　Y。R．

　o公田地区　N．T，

〔1〕お互いの紹介

T．A．欠S．R．

K．U，W．R．

欠M，S．　1．S．

　グルーブの人々をよくおぽえるために，家族構成や，

子供の男女別，特微，（よい所も）交通機関，町の様子な

’ど紹介するよう説明。先づ世話役の私が自己紹介，次に

　　O、Y，住いは保土ケ谷駅よりバスで10分位社宅等

　　　　　　比較的多い揚所で山の上にある，セソター

　　　　　　ヘはバスできた，子供は女の子2人で年子，：

　　　　　上の子は大変注意深い子，強情な所もある，

　　　　　妹の方は甘ったれで困っている。

　　T，A，　0，Y，さんと同じ社宅に住んでいる，子供

　　　　　は小学生（1年）の兄と英子ちゃんの2人，

　　　　　甘ったれである。

　　Y，R．戸塚駅よりバスで10分，山を切り開いた分

　　　　　譲地の中にタバコを主に，商店をしている。

　　　　　主人は会社員で主婦が店番をする。子供は

　　　　　姉が1人，小学校3年と泰一だが大変元気

　　　　　でよく外で遊び，遠出もする。怪獣が大好

　　　　　き◇

　　K，U．　Y，R，さんと同じ分譲地の中に住んでい

　　　　　る。兄（中学1年）を過保護に育てすぎ，自

　　　　　主性のない子にした経験から，兄と違った

　　　　　子に育てたいと思っている。女の子のせい

　　　　　か祉交性があり，その上諮てんぱである。

　　W、R．Y，R．さん達と同じ分顕地，4月2日生れ

　　　　　で体格も大きぐ特に問題もない。姉（小学

　　　　　校1年）がいる。外遊びが大好きで食事も

　　　　　何でも良く食べ健康そのもの，間食は果物

　　　　　を午後に工回程度お母さんは幼児教育モニ

　　　　　ターをしている◇

　　N，T，本郷地区に入るが， 山を切り開いた分譲地

　　　　　内に住んでいる。年令が比較的高い家庭が

　　　　　多く小さな子が少いと思い込んでいたが，

　　　　　セソターからのさそいで，思いがけなくよ

　　　　　い友人を得て感謝している。子供は姉（小

　　　　　学校1年）がいる。

，〔2〕グルーブ名

　 リボソが赤なので赤にちなんだものを考えてもらう

　　赤トンボ，ポスト，チューリッブ

第12集

　　子供も覚え易いようにチュー夢ッブと名付ける。

　〔3〕3人単位の連絡代表をきめる

　　狩揚地区0．Y．舞岡地区K．U．

　　公田地区N，T．

　〔4〕次回の準備

　　30分だけ子供を観察する。2週間中の1日，その時

　グループで集い（3人）集計する。注意として30分は

　こま切れでな、く，30分持続ということ。ありのままを

　こまかくだしてほしい。5分きざみになるかも知れな

　いし，15分位持続するかも知れない等，まとめた集計

　は次回持参すること。

　〔5〕おやつの希望

　　大変食慾があり，家庭でも10時は与えていないので

　軽く与えてほしい。出来れば果物，飲み物程度，甘い

　もの，アメ，チョコレート等はやめてほしい。麦茶に

　も砂糖は入れないでほしい。

　　朝食が早い（7時）ので，10時頃家庭でおやつを与

　えている，今日泣いたのもおやつ持参で出かけてきた

　が，食べることが出来なくて泣きだし，それが，きっ

　かけで泣きっぱなしだったように思う。託児のおやつ

　は工回量が随分多いように思う。もう少し時間を早く

　してもらいたい。

くリーダー＞

　これに対し，少し時間はずれるが，今日おやつを食べ

ておやつの出ることが，子供もわかれば，今度は理解で

きるのではないか。帰ってからの様子もみて下さい。

〔6〕H先生のおはなしの感想

0，Y、…けんかを恐れないということは，今まで考えな

　　　　かった瑛で面白く伺った。

T，A，…同感だが，すぐ相手の親を意識してしまう。

W，R臼…親の顔をすぐみるが，自分が押えすぎていたか

Y，R，…友達と仲良く長く遊ぶ子になってもらいたい

N．T、…お友逮が特にいなくても，一人で遊び，乗り物

　　　　の中でもぢっとしておとなしい子だが，どうな

　　　　んだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
くり一ダーの感想＞

　大変時間が短く，与えられた30分をどう配分したらよ

いか，考えていたのだが，自己紹介でかなり時間をとり，

H先生の話の感想は充分にきくことが出来なかった。グ

ルーブの中ではO，Y，さんの下のお子さん（2歳〉が時

々ぐずり，殆んどお母さんのそば。N．T．のお子さん

が，よく泣いてお母さんの膝へ，他のお子さん方は，

一度も顔をみせず・お母さん方もおちついていた。一人

一人が自分なりの考えをもち，どの方もしっかりした家
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星他＝コミ晶ニティにおける母子の健全育成に関する実験的研究

庭生活を営んでおら れるよらにお見受けして，リ・一ダー

の私の方が，少しタジタジする思い。次回の子供の観察

集計が，待ち遠しい。託児報告が入り口で行われたが，

グルーブの中央或は正面で行われれぱ，はづきりしたよ

うに思う。チューリッブグルrブは正面演壇に近くよく

聞きとれたが，全体に声の通りが悪かρたみではないか。

欠席の人々へり宿題，及び学習の報告は各地域連絡代表

者へお願いする。　　　　　　 6，4記　S，

第2回
日　時　6月18日（水）AM　10：30～12＝00

　　　出席7名　欠席2名　 T，A、，r　Y，R，r

●ホーム学習の報告（私の子どもをみてみよう）。

〔舞岡地区〕

1．、種類
　　 、○メジャーで？cm　？cmと計っている。

　　 ○バ．ヅタとり　　○ボールあてっこ　○ままごと

　　○色々の色を並べている。色によって男，女と分

　　　けている　○ブラソコのり（電車になったり，

　　　　かんらん車になったり，光号になった窮いろ

　　　　んな物になる）。

2，気がつかなかったこと

　　　○友達同志よくゆづりあってい為ということ。

　　　○何でもあげることが好きだと思っていたが，労

　　　　番大切にしている物（現在）はイヤダといい切

　　　　っている。

　　　○弱い子と悪っていたが，ρつかれてもころばさ

　　　　れても泣かない。大き恥子（小学生）とも1人

　　　、、 、前のつもりであそんでいる。

3，話しあったこと

　　　○物蛮の善悪を，はっきりわきまえる子供廷なっ

　　　　てほしい。

　　　○交通瑛故について，交通ルールを身につけさせ

　　　　る必要性

　〔公田地区〕

1．種　類
　○自転車のり一のったり，おりたりブレーキをかけ

　　たり，さまざま

　○虫かごと虫とり

　○ダソボールに入ったり出たり，とんだり，はねたり

2．気がつかなかったこと

　○外あそびは限りないが，室内あそびはすぐあきる

　○室内ではよく質問する。1つの道具でもいろいろあ

　　そぶ

3．話しあった こと．

　○学級がきっかけで友達のところにも あそびにゆける

　　ようになった。

　○親が子供に口だしをしすぎるのではなかろうから

r〔狩場地区〕

．1，種』類

．Q三輪車， ．Oブラソコ，○すべり台，．Qなわとび，

　　○棒のぼり，○絵をかく・○鉄棒．

．2。．今まで気がっかなかりたこと

　○男の子のあそびに比べ1 女の子のあそびはレ時間が

　　短かく，多種類であ『ること。

　○目的のたあには畏時間待つことが出来ること（10分）

　○あそびづかれると集中力がなくなる。

3．話，し』あ．ったこと，

　○時間帯によってあそびの種類がちがうこと。』㌃

※グルーブ代表として0．Y，さんに発表をお願いする

●講義のあとの話しあい

　W，R，頭からお さえつけるのをや誇てみたち逆に素

　　　　　直にきくような気がする。

　K。U．今までばく然とながめていたのが，ちょっと

　　　　　注意して眺めてみるとレ子供の良い面 もみえ

　　　　』でく1るよう琴思う6 大きな人たちとも平気で

　　　　　ついて行き，心配なこともある。

　N．T．家の中磯かりで一人あそびをしていたのが，

　　　　 こ耀嘩うかけで・ ．雄の所に行けるよう

　　　　　になった。

　　　　　 じっぐりあそぶのだ滅、種類が少ないi 片寄

　　　　　りが ち』1．よく泣くの1で舞になる。・

　0．Y．個性が強野のか， 友達の好ききわいが多いよ

　　　　　うに思うが，：5大きい子とあそぶのが好き

　　1．S．家でも大きい子とあそぶのがすき

くリーダ［の感想＞・．

　大きい子はあそんでくれるので，安心なのでしまう1か，

友達の好ききらいは∋ 母親の方で友達選びをしていない

かどうガ。　㌦ 　 云　ノ

”
　　（S）

　M．S，今日はじめて団体生活に子供を入れてみて，

　　　　　自分の育て方が，どうもまちがっていたので

　　　　　はないかと，深く反雀している。いっも 車で

　　　　　ばかり外出していたので， こんなに歩かせた

　　　　　 （桜木町センタ、一） のもはじめてのように思

　　　　　う。創造性を養うために子供と〒緒に何かを

　　　　　はじめても，つい私の方が夢中になづて しま

　　　　　う。おやつも必ず10時に与えていたら今日は

　　　　　その要求もあって，私の所へぎではぐづって

　　　　　いました。　　　　　　　 ・．ぺ1
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日本総合愛育研究所紀要

　このあとグルーブでの話しあいの結果は，質問の形で

H先生にだして，解答していただく。

●手袋人形について説明　　　　　　　　‘

くり一ダーの感想＞

　宿題の『私の子どもをみてみよう』も，それぞれにた

だ眺めていたのが，注意して観察してみるとこんなこと

も出来るのだ，意外にしっかりしているという子僕のい

い面がみられて，よかったようだった。

　グルーブで解決すべき話し合いが途中でH先生への質

問の形になり，・お母さん方は他のグルーブからだされた

間題なども国えたり，H先生のアドバイスもきけたりで，

満足したよう に思ったが，もっと時間があれば，お母さ

んたちだけで，充分話しあい，解決とまで行かなくても，

考えを残し，グルーブでの次回の課題として行くように

なれるのではないかしらと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　6．18記S．

第3回
　日時7月2日（水）
　　　　出席7名　欠席’　S．R．，W．R．

●手袋人形をつくってみて

　・3地区ともグルーブ製作でなく，各自で作ってみて，

子供にみせた。

　Y・R・男の子のせいか余り興味を示ざず，姉さんの

　　　　　方が関心があった。外あそび中心だったため

　　　　　もある。

　K，U．大変喜んだ，毛糸であんだのだが，うまくい

　　　　　かず，頭が三角だから丸くしてくれ，足をつ

　　　　　けてほしいなど注文も多かった。　．」

　　　　私が何かしようとするとカイジ出ウとかオバ

　　　　　ケとかいうてよろこんだ。

　O．Y，，T，A，時間がなく，やらなかった。

　LS∴大変よろこんだが，すぐあきた。1 ’、

M，S。赤ちφんの時のくつ下を利罵して，人形をつ

　　　　　くり七面相をしてみせた。服をきせたり，大

　　　　変なよろこびようだった。2日間はそれであ

　　　　そんだ。

●創造あそび

　われわれのグルーブ（今回は地域グルーブをくずした

グルーブ）は，牛乳運びおさる電車と連結電車をつくる。

●次回　おやつ作りについて

　　家庭で与えているおやつしらべ

　市販晶
　　せんべい，アイスクリーム，スナック，ビスケット1

　　アメ，渠物

第12集

　　手作り

　　　ブリン，ホットケーキ，しら玉，アイス，　ドーナ

　　　ッツ7シュークリーム，ケーキ類

　　どんなものを習いたいか

　　　簡単にできるおやつ，パン，クッキー

　　与えている時間

　　　10時，3時の2回間食の人は1人

　　　他は3時だけ　あそびに夢中の時はスナック類を

　　　もって外であそび乍らという蛮になる。

くり一ダーの感想＞

　創造あそびは大変たのしそうだった。バラバラグルー

ブにしたのも，効果的だった。お母さんの中で附録につ

いている車や．景品の人形などたくさんおもちになった

方があり，簡単にそれを使用されていたが，創造という

ことからは余り感’bしない。

　オヤツは各家庭，手づくりが多く甘味が少なく殆んど

の人が，3時だけにしているようで，感心しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　7．2記S。

第4回
日・時　7月16日　おやつづくり

　　　　出席5名

実　習　①泡雪奨②シュークリーム　③ヨーグルトゼ

　　　　リー④ミルクセーキをY先生の指導で作る。

展　示　①大学芋　②かきもち　③ホットケーキ　④ゼ

　　　　リーバンチ

くリーダーの感想＞

　お母さん方は大変たのしそうでした。

　全体に糖分が多かったように思います。泡雪奨も，ヨ

ーグルトゼリーも思い切って甘味をへらしても充分味わ

えるのではないかと思う。　　　　　7．16記S．

第5回，第6回はセソターからの通信学習

第7回
日時9月3日（水）
　　　出席7名　欠席　S．R．，Y．R，

●遊びの工失についての話しあい。

1。工夫されたあそびについて

　○外であそべるもの

　　　○ひこうきをつくる

　　　oしゃぽん玉

　　　Oあきかんのゲタ

　　　。紙ひこうき

　　　。砂あそび，ブールあそび
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○内で凝べるもの　　　　　　　第8回
　　　。．くズノレ，ぬり絵， 粘土　　　　　　　　　　　日　時　9月17日（水）

　　　。人形あそび（つみ木で家畔作？た）　　　蹄者7名嬬Y・R・・LS∫

○遊具買った物　・虫かごバか本・　●鋸を通して疑問をだしてもらう
　　　　つくったもの。牌くあき箱を利薦）　○腿びが多く加たがゆうかいに磐てどのよ・うな

　　　　　　　　　　　Oビソポソパソの工作　　　　　　涯意の与え方をしたらよいか

　　　　　　　　　　　。広告紙でお面　　　　　　　●今後のグルーブの進め方を説明，ア・ソケー トに記入，「

2．家庭でのしつけ　　　　　　　話しあい乍ら進める（付6滲照）
○この夏すすめてみたこと　　　　　　　　　　　　　　1）

　　　　．鞭を＿人でする・始末も　　　　①だいたい話し合いをして秘たい・という献だっ
　　　　．あそんだ後のかたづけ　　　　　た。ただあまり固定したグノレーブはかえ弧大

　　　　．鞭え，齢がき　　　　　　勢の友を得られなくなる恐れ鵬る・ だれ とでも

　　　　．麟間の留守魏させること　　　　親しくという考えからだと・圃定したグノレ悶ブは

　　　　。あいさつをすること、、　　　　　作りた伽という韻も臨
　　　　．．、イの返腿言えること　　　　②出癌丈鞭方が望ましいという方力｛多かった・

　○実際にすすめてみて　　　　　　　　③①と共に考えた。
　　出来たこと　短時間のるすばん　　　　　　　　　　2）方法について

　　　　　　　齢さつ　　　　　　①特にいまのグルー懸ということよ・り噺しいグ
　　　　　　　あとかたづけは気分によってす、る・　　　　　ルーブでという考えの方が多いが，自分から進ん

　　　　　　　はみがき　　　　　　　　　　　　　　　　　で作るという意識ほなめように思えた。』

　　出来なかったこと排便の嫌あとかたづけ　　絆幼纐をこ行猟グノレrブは変化してく るし

※グノレー溌鄭M．s．さんにする　　　　　とい臆見に対して渤繊セ杁れなくて腱康
●遊びの工夫についてグノレーブでこ妨をまとめながら　　艦とでも帳く遊べればいし’とい彊で入蹴

話合う．　　　　　　　　　どうしようか考えているというお母さん痴た・
　　3地区ともひとりで排便の出来るまで，或はズポソ　　　②　声をかけることは串来る越ザ全員

　をぬがずに横から出来るまでと，偶然に同じ問題に取　③自宅の提供もよいという人醸1人・声わりもちでr

　粗んでいた。あとかたづけは，．3グルーブとも・ 思う　　　　　どうかと・』言葉をはさむ。

ようにはかどらず，結局オモチャが多すぎるのではな　　社宅住まいの方⇒・ら，グルーブとヤ・うと必難も

　いかということで反省してレ．・た。 　　　　　　　　　　　充分わかるし，自宅も提供するが何がとやりにく

3．グルーブで話し合ったこと　　　　　　　　　　　　　い面があると，ひとこと。”・

　　獺駆のみ2回の無りをもった．　　　④特にない6考えておいてほしいと獺するる．
　○とりあげたもあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　代表者という言葉が気になったのか，消極的なう

　　　　Oオモチャの使い方及び跡始末 　　　　　　　　　 けとり方だったゲ

　　　　o読書会を8月から始あて，今後も週1回続け　　くリ［ダ摂の感想≧
　　　　　ること。　　　　　　　　　　　　　　　　、．お母さん方㊨成長を感じた。『子供を問をおいて眺め

　　　　。、他人の物を大切にする　　以 此　られる・よ うになり・論までイライラしていだ購ちが何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かおかしいよう な気がす．る』 というごとをぎいてド実際
　〈リーダrの感想＞

長力、った夏休みでお休みしないようにと・2一 3日前かに識
ききながら多少なりとも与えられた課題にとり組

ら各グノレーズ畑人的に電話して，欠儲の少なかっむ・セソターヘくるに壱ま・1やはり熱あ搬とど思

たのは何より， それぞれ， 小さくても，目的をもづ蔵う。’それらのことが・ 自分を厳しぐし爽りあるものにす

休みで，、みんな励み合ったよ、うでした．グノレーブでの話るのだろうと思う・脚のグループの日のお母さんの顔

し合いは一グノレーブのみで他のグループの意購けずと騒の日の澗さんの顔と瀧分ちがうように思え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。　　　　　 　　　　　　　　　　9ユ7詔・S
‘’隻

　残念にも思います。・
　　麗つづきの割には親も子も赫で，子腱醐分大　このグループで修了誠もらえなかっ駄 》銘

　き，くなったように思いました。　 　　　9，3記 Sr』
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lV　質問紙による意見調査

（1》　「子どもの理想像，学級にのぞむこと」

　　学級に参加してすぐのアソケートである（付4参照）

　a，どういう子になってほしいか。

　母親のことばを生かすために，無理にまとめずに，性

格，社会性，健康，能力にわけて回答をあげてみるとつ

ぎのようになる。

　（性格）34

　　明るく素直な子　　　　　　　13

　　自主性のある子　　　　　　　7

　　思いやりのある子　　　　　4

　　やさしい子　　　　　　　　　3

　積極的な子　　　　　　　　3

　大らかな子　　　　　　　　　2

　　ユーモアのある子　　　　　1

　気だてのよい子　　　　　　　工

（社会性）13

　誰とでも仲よくあそべる子　　5

　他人に迷惑をかけない子　　　3

　貰任感のある子　　　　　　　3

　社会性のある子　　　　　　　1

　正義感のつよい子　　　　　　1

（健　廉）11

　健康　な　子　　　　　　　7

　たくましい子　　　　　　　 2
　元　気　な　子　　　　　　　2

（能　力）3

　創造性のある子　　　　　　1

　ねぱりづよい子　　　　　　　　 1
　集中力のある子　　　　　　　1

　以上でみるように性格に関した回答がもっとも多く，

なかでも「明るく素直な子」の回答が多い。
自主性のあ

る子，積極的な子（10名）より，素直でゃさしく黛だて

がよい子（17名）が多くのぞまれている。素直というの

は親にとって扱かいやすい子に通じている。幼稚園など

の母親のアンケートでももっとも多いのが「素直な子」

である。つぎに社会性に関する回答が多く，友だちあそ

びを即めた3歳のわが奪対する鞭の目憾じられ
る9

b．子どもについての心配

（対人関係）

　内気消極的
　友だちとあそべない

7
3

（性

　泣　　き　　虫

　乱　　　　　暴

　怒りっぽい
　強　　　　情

　おちつきない
　の　　ろ　　し・

　神　　経　　質

（生活習慣）

　偏食，小食

親からはなれない

ひとりあそびができない

さびしがりや

　格）

4
2
2
1
1
1
1

　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　しつけ（拶蹉尿，食～聾）　　　　4

　　　くせ（爪かみ，指しゃぶり）2

　　　左　　利　　き　　　　　　2

　c，学級にのぞむこと

　はじまってすぐなので，あまり多くの意見がきけなか

ったが，つぎのように，子どもに関することが殆んどで

あった。

　。子どもへの客観的なアドバイスをしてほしい。

　O皆と仲良くあそべるように

　。親子でできる体操，遊びを沢山知りたい

　。新しい遊びの研究

　O幼稚園の準備として集団あそびの経験を

　Oひろくみんなと話しあいたい

（2）　「学級に参加して」

　学級の半分が終った時点でのアソケートである（付5

参照）。　各質問ごとに回答の多い順にまとめてその傾向

をみるとつぎのようになる。

　1．　地域グルーブで参加して，いかがでしたか。

　　　　　　　　　　　　　　　し　肯定的な回答としては，　「自分の子を客観的にみるこ

とができた」「飽の母親と知り合え，意見が交換できた」

「子ども同志が遊べるようになった」，否定的回答として

「他のグルーブの母親と交流がほしい」「グルーブの人

数が多すぎる」「グルーブとしての発展がない」をえた。

　2，　ブログラムの内容について

　「子どもの遊びた関心をもつようになった」「叱り方の1

反省」「子どもの個性を理解するようになった」など，

学級のブログラム内容から得たものとして，子どもの扱

かいや，しつけに闘するものが多い。ブログラムヘの要

求としてはr託児室の子どもの様子をみたい」r全体の

時間が少ない」というものが多かった。

　3，子どもへの影響

　「子どもが成長したJ「集団あそびをして自信をもった
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ようだ」「自立してきた」「絵をかくようになった」と

学級参加による子どもの成長ぶりがあげられている。

　4．その他，学級にのぞむこと

　「謡しあいの時間が少ない」「質間時間が少ない」「今

後も学級をつづけてほしい」などの学級への要望がださ

れ、た。

（3）　「学級終了に際して」

　最終日に質間紙を用意して，、グルーブ話しあいのなか

で各自の意見を きいた（付6参照）。

　1，学級で学習したことをどう活かしていきたいかる

　「グルーブで身近に集れるところで共同に子どもをみ

ながらお母さん達と話しあいをして いき たい」工2名。

・「セソターでは遠いので自宅から15分位のところで学級

のような学習の機会があれ嫉よいと思う」14名。殆んど

が何らかのつながり．をもら て学習をのぞんでいるg

　2． 学習や話し第いゆ機会をもち たいばあい

　　①いまのグルーブでつラけた》）』　 　 ∵　＄

　．r②近隣の知りあいの人たちに声をかけること。

　　　がで遍　 　P』… ・一
1瓦

　　師～6人の卿 姉醗雄供してもよヤ’8
　　④近く に気軽に使える雄設（町内会鎗，．青少．

　　　年の家，銀行，その他）があるのでそこを

　　　利用したい　　　　　，　　， 　　 　　r　　　　　11』

　　⑤セソタ、一（相談員）の協力が得られるなら

　　　連絶代表者（代表者研究会を月1回セγタ

　　　ーで行なう）になってみても よい

　　　グルーブでの要請があれば相談役がグル［、

　　　ブで訪間する　 ・、．

』』 』一 　　．』』9 1

　　以上のように，学習や酵糎グルヴをもつ奪く．

　ことはのぞんでいるが，セゾターで協力をしても，自分

　が代表者になろうとする母親はし｝ない。

　（4） 「学級終了後半年を経て」

　　地域に帰って学級でφ；ξがどう生かされているか，

　省みて学緯参加がどうであっ・たかを質ねた（付7参照）。

　工．学級に参加したぎづかけ

　．（ユア4．広報をみて』』　　　　01
　　b．セソターからの呼びかけ

　　c．近所の人にさそわれて

　　d．そ　　の　　他・

（2）　a．母親自身の勉強ができる

　　　b，他の母親につながりがもてる一

　　．c．子どもが友だちと遊べる

　　　d． そ　　の　　他

11学級への評価

　（1〉学級に参加して

「5』

10

0
11

3
5
0

　　　　a．よかった

　　　　b．どちらともいえない。

　　　　c．期待はずれ
皿　学級のメ』ソバ｛の編成について

（1）地域のメソバーと参加して

　　　　　a． よかった・　　　　　　　14

　　　　　b．具合わるヤ・　　　　　　　0

　（2）地域別グループの分け方・、

　　　　　a．よ∵ い 　　　9
　　　　　b．不航満　　　　　3
　（3）グルーブのリrダーは

　　　　　a．必要である・　　　　　13

　　　　　b．必要ない 　　　o
　（4）グルーブの人数

　　　　　　　、13～4人『1－　2

　　　　　　　　5～6人　　　 6

　　　　　　　　7～8人 　　4
　　　　　　　　10人 ・　　1

W　学級の内 容と運営』、
．、

　（工）　ブβグラム

　　　aよかったこ と1、謙　　演
　　　　　　　　　　：おやつづくワ

　　　　　　　　　　　お．もちゃづくり

　　　　　　　　　　　健 康づくり
　　　b不・ 』』r 時間が足りない

　　　　　　　　　　　体を動かすあそ

　　　　　　　　　　　びがほしい

13』

1
0

6
3
1

よ

2・

1

、（2）学級のすすめ方

　　　a．グルーブの話しあいがよい　8

　　　b．なくてよい　　　　　　　5

　　時間があれぱグルーブの語し合いは

　　　　a．必　要　　　　 ．13

　　　　b．必要ない　　　　　　　
1

（3） 開催日時

　　　　時期　a，よかった　　　　
91

　　　　　　　b・別の時期がよい　51、

　　　　鯛a・短鯛喚中がよい
4

，

　　　　　　　b．丁度よレ、　　　　　．9－

　　　　　　　c，もっと間隔あけて　1．

　　　　回数　a．少なすぎた　　　　81

　　　　　　　b．丁度よレ、　　　　　　　7・

　　　　　　　c．多すぎた　　　　、似，

　　　　時間　 a．短かすぎる　　　　　1、

　　　　　　　b、丁度よい 　』’弊
　　　　　　　　c．長すぎる　　　　1．0
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V　託児について

（1）託児設備があって

　　　よかった点　子どもをみる人が多く安心

　　　　　　　　　語し合いに身をいれて参加で

　　　　　　　　　きた

　　　　　　　　　子どもを客観的にみられ勉強

　　　　　　　　　になった

　　　　　　　　　おもちゃ遊具が多い

　　　　　　　　　母と子が離れる槻会がもてた

　　　　　　　　　下の子もみてもらえ た

　　　困　る　点　面倒みがよすぎ，母にも

　　　　　　　　　作れとせがむ

　　　　　　　　下の子が親から離れない

　　　　　　　　　トイレが遠い

（2）

　　　　　　すぐに親のところへきた

お子さんへの影響

　よ　い　点　集団あそびの楽しさを味

　　　　　　わった

　　　　　　人見知りしなくなった

　　　　　　子どもに自信がついた

　　　　　　絵，工作に興味をもった

　　　　　　母と離れることができた

　　　　　　うがい，手洗いできるよ

　　　　　　うになった

　　　　　　先生への親しみもてた

困　る　点　泣き虫で困った

　　　　　　他の子にけがさせないか

　　　　　　と心配

　　　　　　終了後もセソターヘいき

　　　　　　たいとせがむ

W　母親の交流について

　（D　学級拳加前の近所のつきあ矯

　　　a。知りあいない

　　　br 挨拶程度

　　　c・：時々話しあう

　　　d！妙終いききしている

　　　e。サークル活動し七いた

（2》学級参加後

a，そφ後のつきあいがない

b・つぎあいがある

　　麗舞二；綴

　　　畠

　　｛　　　学級で知りあった

　　　以前からの知りあい
　　　

7
10

5’

2・

1
工4

11

1

ユ

5

6

5

2
1
1
1

6
5
2
2
1

1
1

第12集

　挨拶程度

　時々話しあう

　よく話しあう

　　　　　　■

2
7
3

（3）母親同志の築り，もっているか

　 a．もってい壕い

　b，学級と関係ないサークル

　c、学級参加したメソバーとのサークル

　d，学級参加者が中心となって作ったサークル

（4）母親のサークル

　a，参加していきたい　　　　工i　　　　　暫

　b．参加できない　　　　　　3

　c．参加したくない　　　　　エ

10

0
0
5

　以上紙面の都合で叙述的回答は除いたが，学級に参加

しての感想は，「みなとの話しあいによってひとりで育

児をしている不安がとりのぞかれた」「子どもを客観的

に観察する機会をえた」「自分の育児法の間違いがわか

った」「育児に自信がでてきた」など母親の不安をとり

のぞいて効果のあったことが明らかであった。また「子

どもがいきいきとあそぶ姿をみて自分もしあわせを感じ

た」「親とはなれてあそべると思ってもみなカらた」

「子どもが自分のことを・自分でするようになった」な

ど，子どもの成長を喜ぶことぱが多かった。地域での連

りに実際に成功している地区の母親たちは学級の経験を

エ・一生かして地肱ひろ胸をもつ活蹴もったこと に自信
　　をえている。母親たちだけでなくセソターの指導があっ
1

1

たからこそ成功したことをのべている母親も多かった。

V　地域の活動へのひろがり

　学級の4グルーブのうち，よつばグルーブが10月上旬

K地区，ひまわりグルーブが10月中旬丁地区において地

域のグルーブづくりを発足させた。いずれもセンター側

の螂および轍員漸しV・グルヴの組織と糖の相
談にあづかり，力添えをしている。現在（5i年3月）まで

の活動状況を丁地区の記録をたどりながらみてみると，

つぎのようになる。1

　　　　　　港北区丁町ぽっぽの会

　　　　　　｝Ww》》一Wwい
1，沿　　　革

　子どものすこやかな成長を願う，若いお母さんたち

がお互いに協力して自己啓発をはカ・り，家庭教育を向

上させるための学習活動の場として誕生したグルーブ

　である。
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星他＝コミュニティにおげる母子の健全育成に関する実験的研究

　（b　グルーブづくりのきっかけ

　母体となったのは昨年β月～♀月にかけて開かれた本

庭ジンー主倍のてのひら学級一（乳幼児家庭教育学級）に

↑町とその近辺から参加して，ひまわりグルrプを作り

学習を稜んだマ人の学級隼であ為。

1轍で得たものを繊へ彬かえり・身進な人姶活
動の輪をひろげえいくことを願うセン1ター棚の期待にこ

たえ覧近所の人にも呼びかけ当初22名のメソバーで工0

月中醗尾嘩で2蝉神月想で活蹴纐ナてい
る。

　（2）メソバーの構成（24人）

綱グ・レープ名に副姦ども グルーブの状況一

ひまわり
　グルーブ

町の南側で山の斜面と
す。

日常は特定璽人似外とは会うことが少

い。地元毘身と2人
2児，3児の母）が積
的β

ぽ

つたんぽぽ
　　　グノレーブ　　　9　　　　14

ぽ

てのひら学級生5人，
北側の山上の住宅ま．と
まっている。子どもた
ちは一緒にに遊んでい
るが，母親は交流がな
い。役割などは各人が
適当にこなす，教師経
験者1人

　〈年　　齢＞　20歳代　　18人　　30歳代　　・6人

　く子ども数＞　1　子　　12人　　2子以上　12人

　　く家　　族＞　核家族　　22人　　複合家族　2人

　　〈住　　居＞　独立家屋　21人　　アバート　3人

　　く出　　身＞　地・　元　2人　他　 所22人

　（3）二地域環臆

　港北区の南部に位置し，国電横浜線小机駅から徒歩5

分山沿いに住宅が集まっている。都市化のすすむ横浜市

の中では開発立ち遅れの様相も見られていたが，東神奈

川がら川和方面に向う幹線道路の幅員拡張及び横浜線の

複線化に伴いレ昭和43年頃は500戸に満たなかった同町

自治会も，現在は約1，000世帯，民間アバートも70棟を

数える。

　居住者のほとんどはサラリーマソ家庭で，また核家族

が多い。町内の犯罪，交通事故件数は比較的少なく大気

汚染の心配もなく，人情は素朴，刺激の少ない土地柄と

いえよう。自治会はほとんど地元の人で運営されてい

る。公民館借用に関しては社会教育の学習会を理解され

役所に好意的に受け入れてもらっているら

　（4）文化施設

　市立小学校（1）幼稚園（1）公民館（工）病院（3）

そめ他，田んぼの埋立地にスーパー，商店などと，中小

工場が数社散在している。

2，組織ζ運営
　メソパー数が多いので，連絡をとりやすいように居住

地域別に3グル置プと，小さい子（ベビー）の1グルー

ヴあわぜて4グループを編集している。

　1企画会議，毎月の学習会は3グループ（除，ペビーG）

のメソバーが役割を担当し，協力して合同で開くも

　（1） グループの構成

　（2）役 　割　（次表の通りである。）

　　ア．リ 一ダー　各グル｛ブ1人，1か月交替（会を

　　　　　　　　 2回担当）グルーブ内をまとめ，他

　　　　　　　　のグルーブとの連絡など。

の

　ちゅうりっぷ　6　9
会　　グル＿ブ

てのひら学級生2人，
隣接小机町住民5 名。、

日常，母子共に交流が
密でチームワークカミよ
い。学級生が中心にな
っている，保育雛者
1人。

　　　　　　4　　4

子どもが小さく，合同
保育が不安だった1子
（1歳児）の母o保育
経験者1人

計
24

351

　イ．係の仕礁　餐グンレーブのメソパー全員が………つの

　　　　　　　係を担当して毎回交替する。

　　①企画係事前に学習会の内容，準備すること

　　　　　　　などを打合せ，当日は司会ド進行，

　　　　　　　記録をとる。

　　②会場係 受付（会費集金，名札）子どものお

　　　　　　　やつの購入乏給食の準備をする。∵

　　③託児係保育室に玩具を備え，開会中は保育

　　　　　　　をする。　（会場の後片付けは，傘画

　　　　　　　　と会場係がする）

（3）経　　費
　　。運　営　費　毎回50円（教材，暖房，救急衛生贔

　　　　　　　代）

　　。おやつ代　毎回50円（子ども1人分）

3．学習活動
　（1）学習のシステ云（礁例・第2回ぽっぽの会）

　　　（別図参照）

　（2）会合　月2回　第1，第3金曜日　

　（3）時間　午前10時～12時（ベビーグルーブ ：午鋒、1

　　　　　時30分～）

　（4）場所　鳥山公民館（無料）

　（5）用意するもの（子ども）

　　　　　コッブ，お手ふき，ポリ袋（おやつ入れ）
　（6） 備品　童謡カセットテーブ，絵本2Q冊，．1ダγボ’一

　　　　　ル（大〉3個，ままごと（廃品利用） 、ロ

　　　　　ーブ2本，救急、箱，記録・会計ノやト
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（の　内　容 〔○学習システム〕

回 月日1 テーマ及びすすめ方

　　　　地区グルーブのすすめ方。地域
1　10／17活動の趣旨・役割・ 学習方法。

　　　　（麟老「観…i舞鞭り駿）

人　人

19　25

2

3

　　　おもちゃの手づくりとあそぴ
11／14丁先生＝遊びのコーナー作る。
　　　（勤撚ままごとコ周ナ）

　　　家庭教育，育児について話し合
11／28い。（託児）折紙の作品を飾った

クリスマスツリーを作る。

19　25

18　24

4　12／5

＼　　51年
　　1／16

子どもの遊びについて話し合
い＝丁先生。集団あそびの指滋
（全員）。アンケートとる　　　　13　18
（いままでの感想今後への要望〉

＼1・23

ちゅうりっぷグノレ｛ブと懇談。

アソケートの集計報告，メンバ　昼　8
一のブロフィル，考え等をきく
ひまわりグルーブと懇談。
鳥山町内の謡，その他は前回に　3　5
同じ

況説開，新年度の編入をすすめ

5　1／30

新春カルタ会（2歳以上のカル
タとりの出来る子）
遊ぎと歌，集団あそび（小さい　16　20
子）全員し、っしょに

6　2／13

7　2／27

8　3／19

あみもの一子ども用ミトソ製作
（託児）紙ふうせんで遊ぶ

（嚢難騨欝）エ018
おひなさま（折紙で内衷さまを
作り台紙に張る）
全員いっしょ。壁に蕩がきをし
た子どもたちに注意する。

10　18

遠足（お弁当をもって公民館の
裏山）お別れ会。
母親クラブの申請について協議

11　18

9　3／26

家族計画と家族の健康
　　　（港北保健所：Y先生）
ベビーグルーブも参加
　　　　託児一外部より1名

22　30

「ベビーグルーブ」

1・2・161願9溜編歳慰ナの121・

（2）エ／26 騨嬬蜘内反足な）

10月18日品10月23日… 月z4憾　　　　　　　　　　　ユ1月罵 日

ひまわリ

　グループ
人（打合せ》

　企周会議
蜘プ冒グラム
罎師依領

町金等係をきめる

文香作成

準傷するもの

おやつ・軟粉

靖2何ぽうぽの全テ

一マ
もちゃの撃ヴくり

あそぴ
導丁，先生難藏母と干いっしょに

たんぽ審τ

　グルrプ
人（打合せ）

ちゅうウつぷ

　グループ

人〔打合せ》

一　出　席　労

グループリーグー
G企画係α鰯人）

ンクー栢談異

　　計7－3人
七ンター柑疏員

母【9人子25入

ペピーグルーブ　　　　　　宵　兄　相　綾4人　　　　　　　　　剛．艮：30辱馴30 ーベピ需グルーブの場合e

記の字瞑会と別の日に月1園
どもは同益で見守り脂し合う。

育児相談

3　　3

4．　メンパーの声

　（ユ）参加した目的

　 O育児の情報交換，学習をしたい。

　　O家庭教育について，rしつけ全般，年齢に応じた扱

　　 い，父親の育児方針，子どもにキーキーいわれる。

　　O核家族なので話し合う場所がほしい。

　　O母と子共に成長したいので。

　　O入園前の不安がある。

・・ o月創昼…　　　　旧門哨　　　11月罵日

　（2）活動の中から

　　。会合のある日は，朝から忙しいが充実感がある。

　　　子どもも集まりを楽しみにしている。

　　O託児の学習をして，おおぜいの子どもへ目をむけ

　　　ることができた。

　　　子どもの新しい面，玩具の素材を発見した。

　　O多くの人と知り合えて友達になれたことが うれし

　　　い。

　　　独立家屋の場合，近所との付合いが少ない（居住

　　　して日が浅い〉

　　　アバートの人たちの中には入りにくい。

　（3）退会者

　　。妊婦～生れる子が大きくなったら又入りたい。

　　　グルーブの人数が少なくなるので適任者を探して

　　　いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　バ．

　　O都合のよい時は手伝うので参加させてほしい。

5．今後の運営について

　（1〉会の規約を作り文轡化する。

　（2）企画会議，集金菰務の合理化を考える。

　（3）会場は他の人の迷惑にならぬよう使用時に注意す

　　　る。

　（4）メソパーは会の趣旨をよく認識理解した入だけ入

　　　会してもらう。

　以上は丁地区の例であるが，K地区でもほぼ同じ経過

でグルーブづくりがおこなわれている。K地区のぱあい

は，中途で母親同志の感情的もつれがありセソター側の

相談員がなかだちし，その後も指導をつづけている点が

丁地区とちがう点である。なお，家庭学級で地域でのグ

ループづくりに発展しえなかったのは，社宅などで母親

同志力ζ人間関係をわづらわしがる地域であった。丁地

区，K地区のグルーブはそれぞれ地区の母親クラブ組織

へと定着しつつある。
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班　考　　　察
　　　　　　　　　　　　　　　　と
　昨年度は当研究所セ．「母親クラブ砂効果的な線織諮よ

び運営筋灘齢る確伊網妨1れだ（瀬第11
集）．ここでは地域の既成の組勲樋磁クラカこつ

いて，質問紙と面接による調査礁よ、り組緯と連営の検討

がな された．本確では， 』新し く騨の騨繊を？く

っていく過程，つまり，母親の粗織づくりを指導節立場

をとりながら内側から検討をおこならたのであ6。

　（エ）3歳児ゐ母親を対象としたゐは成功であったとい

える。幼稚園就園前の年齢で子どもの友だちあそびをの

ぞんでいる母親が多かった．こ．と，おなじ年齢ρ子をもつ

母親，第・子胴軸とい舜と旛しあいめ共通の場

がもてたことによる．また，ア、マ ケ畦婦しあいのを

かで母親ヂ）関心憲の第一は子どもの しつけや教育に関す

ることであることも明らかであった。 グノピブづrくりの’

轍づ脚て・聯鯉噸ことが9ぞましい
といえる。

　（2）地域で3～4人のながまをさそって学級に参加す

る方法は，地域での組織づくりに効果的であった・また・

地域の3～4人を2～3鱗つめてグノレーブをつ賜た

こと1まさら鋤勉っよ め庶いえる。学級へ蓼の話

　しあい，’往復の途上での子ゼも．同志のつながりと母親同

志の交流がもてた。また，グループ単位の宿題 （ホーム

学習）』航臓務賦学級離頼い昏こ打合せをおこな

わなむればならなかったことを畢して， 母親のつながり

　を、 さらに強めることができ，地戯でのグル」プづくりの

王台とな術レちたと脈る・』

　』（3）．母親たちは地域でのつながりを強ぐもとめなが

ら，自分が中心になることは誰ものぞんでいない（アン

　ケート調査（3）（4））。　また人間関係砂わずらわしさから講

　義をきくだけを墾む母親も多い。したがって自主的なサ

星他；コミ評テ』縄おけ研子曜鋪成に関す観験的研究

　　　　　　　　　　　　　　一クル活動はなかなか育拠くレ・といえる・この叡乳

幼児家庭撒育璽γ、タニ㌘、が母体となり』詐網談員を通して指

載潟ζ眺鵬組脚く り獄融獺鶴旭て
レ・る。これ まで魏の嘲グノゼ財を育成し紫越轡
を生かした耀施の指導は繭であったと多・えよう・

しかし，適切でありすぎたために母親が依存的になり，

セソター側としては過保護にすぎたのセほ嶽い塑という．、

反省も出されたのであるg、す塗物もポ 第1回の試みであ

っ
ただけ廷協力部分が多すぎたぎらいもあ るる地域活動

の運営に支障をきた しそう な礁態の処置やブ費グラみ：の

内容秘母綱志で鰍の努力をしてみ麟ど1磁助す

ることがのぞましいことが反翁された。、、

　（4）1 親学級開催中託児の世話をしたの嬉ボラソティ

アの母練ある．この母親た秘紛の子ど雛すでに

小学高学年，中学生になっている。このように子どもの

年齢層のちがう母親たちとの交流もまた必要であろう。

なぜなら，同年齢の子のグ座一ブは集りやすセ）抵興園

や就戦機として黙麟挫う碗妙やすいかちで

ある。またザ育児経験者たちと話しあいがもてること峠

蹄族の家庭が多い難畷たちにとっ鯵考と嫡

託も多いにちがいない・母親学興学耀騨たちは

自分の子を預かってもら いながら・自分たちが学習でき

たのである。将来づこの経験を生かしてつぎの世代の母

親たちの力になる繊渤ができれぱ・今回の学棚催・

地域の組織づくりめ試みほ千二分に生がされるこ と1こ客

ろう。

　以上，未組勲母親焼が繊での組寵？く り・無

親クラブヘと発展していく過程を分析してみわ。本珊究

は樺浜市乳幼児蒙庭敦育彊堵ヂーの宰験曲講みと』しての

‘輔の醐をも とにな趣たものであり・ セげ一め』

かの熱意ある実践岐えられている・この実騨こ煙

　さわった方々に深く感謝の意を表したい。

付1
1ホ略轄r私の子ど鷲みてみよう」

日（　） 　時～　　時 天気（ ）　子の名前 記録者 」
11

月　　日乱　ノ 　時　　　呵　　　　八湘、　ノ

時 間 ところ 、なにをしていたか なにを使づてr ひとりで 峯だちと障ぞの他

』奔
1分
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付2

日本総合愛育研究所紀要

ホーム学習　遊ぴの工夫について

付5

第12集

アンケート　「学級に参加して」

1）この夏の間にグルーブで或いはお母さんが工夫さ

　　れた遊ぴを魯いて下さい

　　　　外で遊べるもの（　　　　　　　　　　）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　内で遊べるもの

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　遊具｛灘綴　　　1
2）家庭でのしつけでこの夏ぜひすすめてみたいこと

　　（例はみがき，あいさつ，のりものの乗り方
　　　　　など）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　実際にすすめてみて

　　　　できたこと

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　できなかったこと
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
3）グルーブで話しあったこと

　　（例　テレビー○○○をみて，本一〇〇〇を読んで

　　　　など）
　　ζりあげたもの

　　　　（　　　　　　　　 　　　　　）
　話しあった感想

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

付3

　ホーム学習　からだの健康を学習するために

1）歯の健康について

　　どういったことに注意していますか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
2）偏食について

　　食べものの好き嫌いがありますか（ある）（ない）

　　好きな食べものの傾向

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
　嫌いな食べものの傾向

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　偏食をなくす工夫をしていることがあったらお魯

　　き下さい

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
3）講師の先生に特に質問したいことをお書き下さい

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　』）

　付4
アンケート　「子どもの理想像。学級にのぞむこと」

1）どういう子になってほしいか
　　　　（

2）現在，お子さんのことで心配なこと

　　　　（

3）学級にのぞむこと

　　　　（

）

）

）

1）グルーゾで参加して，いかかでしたか（グルーブ

　　の組み合せ方も含めて）

　　　a，よかった点

　　　b．薫にかかる点
2）話し合い，先生のお話で疑問として残っているこ

　　と

3）ブログラムの内容について

　　　a．よかった内容（参考にして実行しているこ

　　　　　とがあったらそれも轡いて下さい）

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　b，もっとこうしてほしかったこと

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
4）あなたのお子さんの様子について
　　（託児室に預けて気のついたことをできるだけ雷

　　いて下さい）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
5）その他気のついたこと，学級にのぞむこと

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

付6

アンケート　「学級終了に際して」

1）学級で学習したことを，ご自分では今後どのよう

　　に活かしていきたいと思われますか。

　　　①グルーブで身近かに集まれるところで共同で

　　　　子どもをみながら，お母さん達と話し合いを
　　　　していきたい

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　②センターは遠いので自宅から15分位のところ

　　　　で，学級のような学習の機会があればよいと
　　　　思う

　　　　（　　　　　　　　　　、　　　）
　　　③そ　の　他

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
2）なんらかの方法で話し合い，学習の機会を持ちた
　し、場合に・…・・

　　①いまのグルーブで続けたい

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　②近隣の知り合いの人たちに声をかけることが

　　　できる

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　③5～6人の集まりなら自宅を提供してもよい

　　④近くに気軽に使える施設（町内会館・青少年

　　　の家・銀行その他）があるのでそこを利用し

　　　たい

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　⑤セソターの協力が得られるなら連絡代表者に

　　　なってすすめてみてもよい
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付7

アンヶ一ト　「学級終了後半年を経て」

　「てのひら学級」が終ってからもう半年になりま

す。学級に参加なさったことがお役に立っています

でしょうか。こんごの学級の進め方の参考にもさせ

て頂きたいので，御遠慮ない御意見をおきかせ下さ

い。無記名でも結構です。

　。該当するものを○印し，（）内には記入して下

　　さい。

工　学級に参加されたきっかけ。

（1）　a．広報．（　）をみて　　b，セソターから

　　呼びかけがあった　　c．近所の人にさそわれ

　　た　　d．その他（
（2）　a．母親自身の勉強ができるから

　　b．他の母親とつながりがもてるから

　　c．子どもが友だちとあそべるから

　　d．その他（

■　学級への評価

（D　学級に参加して……

　　　a．よかった　　b．どちらともいえない

　　　c．期待はずれ

　（2）とくによかったことはどんなことですか

　　　　（

　　　不満だったことはどんなことですか

）

）

）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

皿　学級のメソバーの編成について

　（1）地域のメソバーと参加レて

　　　a．よかった　　　　b．具合わるい

　　　（理由　　　　　　）（理由　　　　　　　）

　（2）地域別グルーブのかけ方

　　　a．よい　　　　1 b．不備

　　　（理由　　　　　　）（理由　　　　　　　）

　（3）　グルーブのリーダーは

　　　a．必要である（主催者側のり一ダーがよい，

　　　　母親の中からえらんだ方がよい）

　　　b．必要ない（その遅由　　　　　　　　）

　（4）学級の人数と編成

　　　ひとつのグルーブ（　）人位で（　）規の

　　　グルーブが適当である

W　学級の内容と運営について

　（1）　ブラグラムで

　　　a、とくによかったこと（　　　　　　）

　　　b．不満だったこと（　　　　　　　　　）

　（2）学級のすすめ方

　　　a．グループの話しあいがよい

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　b．なくてもよい
　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　時間があればグループの話しあいは

　　a．必要　b．必要ない
（3）開催日時

　　時期　a．よかった　b．別の時期がよい（＿月

　　　　　頃，その他理由　　　　　　　　　）

　　期間　a．もっと短期間に集中した方が載い
　　　　　b．丁度よい　　c．もっと間隔があ多
　　　　　方がよい
　　回数　a．少なすぎた　b．丁度よい
　　　　　c．多すぎた
　　時間　a．時聞が短かすぎる　b，丁度よい
　　　　　c．時間長すぎる

V　託児について

　（1）託児設舗があったので母親として……
　　　よかった点（　　　　　　　　　　　　　）
　　　困った点（　　　　　　　　　　　）
　（2）お子さんへの影響
　　　よかった点（　　　　　　　　　　　　　）
　　　困った点（　 　　　　　　　　　）

W　母親の交流について
　（エ）学級参加前の近所の母親とのつきあい
　　　a．知りあいない b．あいさつ程度（ン人
　　　位　c．時々話しあう（）人ぐらい　d、始
　　　終いききしている人（）人e，サークル活
　　　動をしていた（内容　　　　　）

　（2）学級参加後
　　　a．その後つきあいがない
　　　b．つきあいがある（①同グルーブの人，②他
　　　グルーブの人）　（①学級で知りあった②以前か

　　　ら）（①あいさつ程度②時々話しあう　③よ

　　　く話しあう）

　（3）母親同志の集りを

　　a．もっている
　　　　①学級と関係ないサークル（内容　　　　）
　　　　②学級参加したメソバーとのサークル
　　　　　（内容　　　　　　　　　　　　）
　　　　③学級参加者が中心となっ作ったサークル
　　　　　（内容　　　　　　　　　　　　）
　　b．もっていない

（4）母親のサークル
　　　a．参加していきたい　b，参加できない
　　　c．参加したくない

　　（aの理由）
　　　1．母親自身の向上のたあ
　　　2．他の母親とつながりをもつため
　　　3．子どもの友だちをつくるため
　　　4．地域の子どもたちに役立ちたい
　　　5。その他（
　　　（bの理由）
　　　1．忙しい（
　　　2．　将来は参加したい
　　　3．　その他（

　　　（cの理由）
　　　1．人間間係がわづらわしい
　　　2．その他（
W　その他御意見，御感想などお寄せ下さい。

　　　　（

）

）

）

）

）
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